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Abstract: During the first 20 years research at Okayama University, it was clarified that the scoring of cylindrical gears is prevented 
by reducing the specific sliding. At Tottori University, I have challenged various themes on the secondary refining, the thermal crack 
of sintered carbide tool, slide way, tool holder, the thermal deformation of machine tool, press working, and corrugated cardboard. 
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2012 年 3 月定年退職する。いろいろな面での成果
が問われなくなる退職後は、社会科学や人文科学
など理工学以外の分野にも興味の対象を広げ自由
な発想を楽しんでみたいと思っている。   
43 年間の機械工学に関する研究を振り返って




























したものの、1969 年 8 月岡山大学助手工学部機械
工学科に採用された。12 年後の 1981 年 7 月、九
州大学から工学博士の学位が授与された。学位論
文は「平歯車潤滑における潤滑油の挙動と潤滑油




究に打ち込むことができた。その後、1987 年 9 月
農林水産省所管水産大学校助教授機関学科、1991



























































































































































コーリングの研究は、1960 年代から 1970 年代に
かけて西ドイツで盛んに行われていた。当時のス













































































が 453 Ｋ (180 ℃)を超えて使用されることはめ
ったにない。しかし、二円筒試験結果によれば、
VG10 という低粘度ギヤ油基油であっても、Ｓｈ























































としてであった。3 年後の 1994 年 4 月、待ち望ん
でいた博士後期課程が 3 専攻でスタートした。一
学年の定員 16 人に対し、第 1 期生は社会人を含め





























































































































































































































































































図 13 に示した、現在多用されている 7/24 テー
パの BT シャンクツールホルダは、通常主軸端面




















































































































































































洗濯機は 60Ｇ、携帯電話は 100Ｇ以上である。 

























































































































演「科学・技術・品質工学 -第 4 期科学技術基本
計画のいくつかの課題-」[31]の題名に反映されて
いた。 






















































   製造設計、生産技術の最適化、 
生産システムの設計 
 ・オンライン品質工学（損失関数による評価） 
   製造工程の管理、市場におけるトラブル、 
   公害、廃棄問題 
 ・MT システム（パターン認識） 
   医学・薬学の診断、企業経営の評価、 
   経済予測、人的能力の評価、各種将来予測 
 ・ソフトウェア評価（ソフトウェアの設計評価） 










































鳥 取 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科／工 学 部 研 究 報 告 第４２号 
とはできない。 
 ・誤差原因を調べるな 







































































































































































































































で 1 年 6 ヶ月、さらに審査請求して特許庁の専門
分野の審査官による審査を経て特許査定となるま
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